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12「艦砲ぬ喰ぇ残さー」 歌碑
読谷村楚辺出身の比嘉恒敏氏が戦中、
戦後の苦難と犠牲者への哀悼への思い
を込めた民謡「艦砲ぬ喰ぇ残さー」
（艦砲射撃の喰い残し）の歌碑。歌詞
には平和を願う心情がつづられ、「恨
でぃん 悔やでぃん あきじゃらん 子孫
末代 遺言さな」（恨んでも 悔やんでも
まだ足りない 子孫末代に 遺言しよう）
と結ばれる。楚辺は米軍上陸地の一つ
であり、歌碑広場から、日本軍による
陣地壕跡、米軍基地トリイ通信施設に
接収された楚辺の旧集落が望める。

住所：読谷村字楚辺1928-1
お問い合わせ先：楚辺公民館 (読谷村楚辺1928-1)
TEL：098-956-2326

08憲法９条の碑

読谷村遺族会、老人クラブ連合会、婦
人会、議会、青年団協議会、児童生徒
一同による不戦を誓った宣言が刻まれ
ており，多くの人命が奪われた沖縄戦
の経験から二度と戦争を繰り返さない
ことを決意表明し，日本国憲法の平和
主義や非核三原則の遵守を訴えている

住所：読谷村座喜味2901（読谷村役場）

09屋良朝苗像

初めて公選によって選出された沖縄県
知事である屋良朝苗氏の功績を顕彰す
る銅像。同氏は戦前から教員を務め、
戦地に教え子を送ってしまった反省か
ら、戦後沖縄の教育に尽力。政治家に
転身後は、平和な沖縄の実現を求め、
日本復帰を主導した。読谷村瀬名波出
身。

住所：読谷村座喜味2901（読谷村役場）

10読谷飛行場返還の碑

碑は 8 基からなり、テーマごとに日本
軍、米軍による飛行場接収から返還へ
の道のり、度重なる基地被害、土地返
還の抗議行動の歴史、軍事演習への抗
議、飛行場を村の中心地へと変貌させ
た跡地利用計画の歴史などが記されて
いる。

住所：読谷村座喜味
お問合せ先：読谷村役場企画政策課
TEL：098-982-9205

07読谷村役場

住所：読谷村座喜味2901（読谷村役場）

現在の役場庁舎は、1997年当時まだ米
軍基地だった読谷補助飛行場内に建設
された。2006年に同飛行場が全面返還
され、役場周辺を村民センター地区と
位置づけ整備が進む。米軍基地を返還
に導いてきた読谷村の村づくりを象徴
する施設で、役場敷地内には平和につ
いて思いをめぐらすことができる複数
のモニュメントも位置する。

不戦宣言の碑

読谷村遺族会、老人クラブ連合会、婦
人会、議会、青年団協議会、児童生徒
一同による不戦を誓った宣言が刻まれ
ており，多くの人命が奪われた沖縄戦
の経験から二度と戦争を繰り返さない
ことを決意表明し，日本国憲法の平和
主義や非核三原則の遵守を訴えている

住所：読谷村座喜味
お問合せ先：読谷村役場企画政策課
TEL：098-982-9205

読谷村の戦跡やそれに類する場所をめぐってみると
戦中から戦後そして現在に至る一連の過程がよくわかります。

沖縄戦における日本軍による飛行場建設をはじめとした
陣地構築を起点として，一般住民を巻き込んだ地上戦の

実相と明暗，戦後米軍基地接収とそれによる苦難，
そしてそこからの脱却を目指し米軍基地返還へと導いていった

平和運動の実践を学ぶことができるのが、
読谷村での平和学習の最大の特徴です。

村南側から北側を望む航空写真。村中央部の飛行場跡地、
トリイ通信施設以外に住宅地が密集。1972年日本復帰時
約70％の村土が米軍基地用地として接収されていたが、
2022年現在は約36％に減じている。
しかし現在もトリイ通信施設のほか国道58号より東側一帯の多くが
嘉手納弾薬庫として接収されたままである。
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①11月25日   (土)
   JICA沖縄国際協力フェスティバル
   (沖縄県 浦添市)

②1月28日 (日)
   沖縄のこころ  平和啓発シンポジウム
（神奈川県 川崎市）

③2月3日 (土)
   西原中学校出前授業
   (沖縄県 西原町)

④2月4日 (日)
   読谷まなびフェスタ
（沖縄県 読谷村）

⑤2月10日 (土)
   第32軍司令部壕教材作成 
  (沖縄県 那覇市)

パネル展開催日時

①事業の趣旨

②事業のコンセプト

③次世代ワークショップ

④「艦砲ぬ喰ぇ残さー」教材紹介

⑤平和朗読講習会

⑥命の対話「あなたの平和」メッセ

ージを集めるコーナー設置

パネル展内容

場所のスペースにより、上記のパネルを

選定し、設置を行った。

出前授業作成教材について

本事業の柱、コンセプト 出前授業
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参加者の声

上：J ICA国際協力・交流フェスティバル  展示風景

下：まなびフェスタ読谷

左：川崎シンポジウム  展示風景      右：第32軍司令部壕  教材作成  フィールドワーク  展示風景

平和朗読講習会パネル
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レイアウトはお任せします
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2023/6/15 沖縄戦の２つのガマを題材 中学校で平和学習 豊見城 出前授業 テレビ NHK

2023/6/23 沖縄戦から７８年「慰霊の日」 証言アーカイブの活用は 出前授業 テレビ NHK

2023/7/8 平和学習の参考に 教員が沖縄戦跡見て回るフィールドワーク 指導者養成講座 テレビ NHK

2023/7/17
［戦後７８年］沖縄戦の教材作り考える　戦跡管理や史実継承探る　

教員ら１５人　歩いて読谷巡り
指導者養成講座 新聞 沖縄タイムス

2023/9/16 朗読で沖縄戦継承／講習参加者を募集 朗読会 新聞 琉球新報

2023/9/24 RBCアナから平和朗読を学ぶ 24日講習会 朗読会 新聞 沖縄タイムス

2023/10/9 「朗読」で伝える沖縄戦／糸満で指導者養成講座／平和継承考える 朗読会 新聞 沖縄タイムス

2023/10/14 沖縄救った「ハワイの豚」　南風原中移民史や平和学ぶ 出前授業 新聞 沖縄タイムス

2023/10/31
 沖縄戦伝える担い手に　県講座　高校生ら参加　写真やイラスト使用　

自らの言葉で

高校生国際平和

ワークショプ
新聞 沖縄タイムス

2023/11/4 沖縄と長野　平和へ語る　高校・大学生、オンライン交流 長野交流 新聞 沖縄タイムス

2023/11/5
長野と沖縄の学生らオンライン交流　戦争・平和人、ごとでない　

終戦の意識に違いも　／長野
長野交流 新聞 毎日新聞

2023/11/5 戦争の記憶どう継承　若者の役割は　長野大と沖縄の学生ら意見交換 長野交流 新聞 信濃毎日新聞

2023/11/5 戦後届いた世界の支援／豊見城中で出前授業 出前授業 新聞 琉球新報

2023/11/8 沖縄の復興、考える催し／18日、東大駒場で 出前授業 新聞 朝日新聞

2023/11/14 ガマでの出来事を疑似体験　中学校で出前授業 出前授業 テレビ QAB

2023/11/15 沖縄戦学び平和考える　北谷・桑江中でワークショップ 出前授業 新聞 琉球新報

2023/12/1 集団自決のガマ追体験　児童ら、沖縄戦の避難シミュレーション 出前授業 新聞 八重山毎日新聞

2023/12/4
平和への思い　沖縄県伝える　来月28日、JR川崎駅前のチッタで催し　

コンサートやひめゆり資料館長らシンポ
シンポジウム 新聞 東京新聞

2024/1/13 沖縄・石垣島の小学生が沖縄戦の集団自決を追体験 出前授業 テレビ QAB

2024/1/29 沖縄を思い平和語る　ゆかりの3人、川崎でシンポ　／神奈川 シンポジウム 新聞 毎日新聞

2024/2/2 平和願う「沖縄のこころ」共有　県出身者ら　川崎から発信 シンポジウム 新聞 沖縄タイムス

2024/2/6
「18年生きればいい、思考する事は許されない」

高校生らが元鉄血勤皇隊の男性を取材　戦争の記憶を次世代へ
瀬名波榮喜先生 テレビ RBC

2024/2/6 高校生と大学生が９５歳の戦争体験者にインタビュー 那覇 瀬名波榮喜先生 テレビ NHK

2024/2/6 新たな継承の形を模索　学生が戦争体験者にインタビュー 瀬名波榮喜先生 テレビ QAB

2024/2/6
軍事教練を断れなかったのはなぜ？　95歳の沖縄戦語り部に質問次々　

次世代継承ワークショップ　学生が取材して記事化
瀬名波榮喜先生 新聞 沖縄タイムス

2024/2/11
首里城の地下にある第32軍司令部壕　教材化へフィールドワーク　教育

関係者らアイデア論議
第32軍司令部壕 新聞 沖縄タイムス

2024/2/19
沖縄戦体験　記事化学ぶ　次世代継承事業で高校・大学生　「伝える責

任　重さ感じた」
瀬名波榮喜先生 新聞 沖縄タイムス

2024/2/19 沖縄戦の体験者の声を伝える 若者たちがインタビューし記事に 瀬名波榮喜先生 テレビ NHK

沖縄平和啓発プロモーション事業に関して

メディア取材回数 24回(2/8時点) 
新聞　〇〇回（沖縄タイムス6回、琉球新報2回、朝日新聞、毎日新聞、信濃毎日新聞1回）
テレビNews（RBC,QAB、NHK沖縄、ラジオ（RBCiラジオ）

協力団体・学校 30団体沖縄県内 21団体、県外9団体 県人会、行政、NPO
(一財)沖縄川崎県人会／沖縄東京事務所／ラ チッタデッラ／読谷村史編集室

読谷村文化センター／楚辺自治会／JICA沖縄センター／第32軍司令部壕の保存・公開を求める会
ひめゆり平和祈念資料館／長野県／長野大学／桜風エイサー／関東学院大学 藤浪ゼミ

琉球大学　喜納ゼミ／山里ゼミ／琉球放送／沖縄タイムス社／名桜大学 小川ゼミ／(一社)沖縄県女性の翼
（認定）特定非営利活動法人 ジャパンハート／NPO法人メッシュ・サポート／おやじバンド GENNO65
佐喜眞美術館／向陽高校／南風原平和ガイドの会／でいご娘／鹿児島県宇検村／沖縄県立平和祈念資料館

南風原中学校 美術科／石垣市教育委員会

　令和5年度沖縄平和啓発プロモーション事業では、これまでに蓄積された沖縄
戦体験談や資料を活用して、沖縄戦の実相や歴史的教訓を正しく次世代に継承

し、平和を希求する「沖縄のこころ」を広く伝えるため、県内外で児童生徒等

を対象としたワークショップや神奈川県でのシンポジウム、平和教育指導者養

成講座などを実施しました。

　今後とも、平和を希求する「沖縄のこころ」が県内外、さらに世界中に伝わ

り、恒久平和の実現に寄与することを目指してまいりますので、引き続き、沖

縄県の平和行政の取組に対するご理解とご協力をよろしくお願いします。　　　　　　　　　　

子ども生活福祉部女性力・平和推進課

〒900-8570　沖縄県那覇市泉崎1-2-2　行政棟3階
電話番号：098-866-2500／FAX番号：098-866-2589

沖縄平和啓発プロモーション
事業デジタルにみるアーカイブ

事業内容を詳しく

ご覧になりたい方は上のHP
サイトや報告書を

ご覧ください。

事業ＨＰ

アーカイブ映像

事業詳細版報告書サイト情報
（同報告書）

URL

左記、QRコードより
ご視聴頂けます。

期限：2025(令和6)年  
3月末まで

2024年1月28日、神奈川県川崎市
ラチッタデッラで開催されました

平和啓発シンポジウム（詳細〇～〇頁）

をご覧になりたい方はアーカイブ映像を

ご覧ください。



2023/6/15 沖縄戦の２つのガマを題材 中学校で平和学習 豊見城 出前授業 テレビ NHK

2023/6/23 沖縄戦から７８年「慰霊の日」 証言アーカイブの活用は 出前授業 テレビ NHK

2023/7/8 平和学習の参考に 教員が沖縄戦跡見て回るフィールドワーク 指導者養成講座 テレビ NHK

2023/7/17
［戦後７８年］沖縄戦の教材作り考える　戦跡管理や史実継承探る　

教員ら１５人　歩いて読谷巡り
指導者養成講座 新聞 沖縄タイムス

2023/9/16 朗読で沖縄戦継承／講習参加者を募集 朗読会 新聞 琉球新報

2023/9/24 RBCアナから平和朗読を学ぶ 24日講習会 朗読会 新聞 沖縄タイムス

2023/10/9 「朗読」で伝える沖縄戦／糸満で指導者養成講座／平和継承考える 朗読会 新聞 沖縄タイムス

2023/10/14 沖縄救った「ハワイの豚」　南風原中移民史や平和学ぶ 出前授業 新聞 沖縄タイムス

2023/10/31
 沖縄戦伝える担い手に　県講座　高校生ら参加　写真やイラスト使用　

自らの言葉で

高校生国際平和

ワークショプ
新聞 沖縄タイムス

2023/11/4 沖縄と長野　平和へ語る　高校・大学生、オンライン交流 長野交流 新聞 沖縄タイムス

2023/11/5
長野と沖縄の学生らオンライン交流　戦争・平和人、ごとでない　

終戦の意識に違いも　／長野
長野交流 新聞 毎日新聞

2023/11/5 戦争の記憶どう継承　若者の役割は　長野大と沖縄の学生ら意見交換 長野交流 新聞 信濃毎日新聞

2023/11/5 戦後届いた世界の支援／豊見城中で出前授業 出前授業 新聞 琉球新報

2023/11/8 沖縄の復興、考える催し／18日、東大駒場で 出前授業 新聞 朝日新聞

2023/11/14 ガマでの出来事を疑似体験　中学校で出前授業 出前授業 テレビ QAB

2023/11/15 沖縄戦学び平和考える　北谷・桑江中でワークショップ 出前授業 新聞 琉球新報

2023/12/1 集団自決のガマ追体験　児童ら、沖縄戦の避難シミュレーション 出前授業 新聞 八重山毎日新聞
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平和への思い　沖縄県伝える　来月28日、JR川崎駅前のチッタで催し　

コンサートやひめゆり資料館長らシンポ
シンポジウム 新聞 東京新聞

2024/1/13 沖縄・石垣島の小学生が沖縄戦の集団自決を追体験 出前授業 テレビ QAB

2024/1/29 沖縄を思い平和語る　ゆかりの3人、川崎でシンポ　／神奈川 シンポジウム 新聞 毎日新聞

2024/2/2 平和願う「沖縄のこころ」共有　県出身者ら　川崎から発信 シンポジウム 新聞 沖縄タイムス

2024/2/6
「18年生きればいい、思考する事は許されない」

高校生らが元鉄血勤皇隊の男性を取材　戦争の記憶を次世代へ
瀬名波榮喜先生 テレビ RBC

2024/2/6 高校生と大学生が９５歳の戦争体験者にインタビュー 那覇 瀬名波榮喜先生 テレビ NHK

2024/2/6 新たな継承の形を模索　学生が戦争体験者にインタビュー 瀬名波榮喜先生 テレビ QAB

2024/2/6
軍事教練を断れなかったのはなぜ？　95歳の沖縄戦語り部に質問次々　

次世代継承ワークショップ　学生が取材して記事化
瀬名波榮喜先生 新聞 沖縄タイムス
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首里城の地下にある第32軍司令部壕　教材化へフィールドワーク　教育

関係者らアイデア論議
第32軍司令部壕 新聞 沖縄タイムス

2024/2/19
沖縄戦体験　記事化学ぶ　次世代継承事業で高校・大学生　「伝える責

任　重さ感じた」
瀬名波榮喜先生 新聞 沖縄タイムス

2024/2/19 沖縄戦の体験者の声を伝える 若者たちがインタビューし記事に 瀬名波榮喜先生 テレビ NHK

沖縄平和啓発プロモーション事業に関して

メディア取材回数 24回(2/8時点) 
新聞　〇〇回（沖縄タイムス6回、琉球新報2回、朝日新聞、毎日新聞、信濃毎日新聞1回）
テレビNews（RBC,QAB、NHK沖縄、ラジオ（RBCiラジオ）

協力団体・学校 30団体沖縄県内 21団体、県外9団体 県人会、行政、NPO
(一財)沖縄川崎県人会／沖縄東京事務所／ラ チッタデッラ／読谷村史編集室

読谷村文化センター／楚辺自治会／JICA沖縄センター／第32軍司令部壕の保存・公開を求める会
ひめゆり平和祈念資料館／長野県／長野大学／桜風エイサー／関東学院大学 藤浪ゼミ

琉球大学　喜納ゼミ／山里ゼミ／琉球放送／沖縄タイムス社／名桜大学 小川ゼミ／(一社)沖縄県女性の翼
（認定）特定非営利活動法人 ジャパンハート／NPO法人メッシュ・サポート／おやじバンド GENNO65
佐喜眞美術館／向陽高校／南風原平和ガイドの会／でいご娘／鹿児島県宇検村／沖縄県立平和祈念資料館

南風原中学校 美術科／石垣市教育委員会

　令和5年度沖縄平和啓発プロモーション事業では、これまでに蓄積された沖縄
戦体験談や資料を活用して、沖縄戦の実相や歴史的教訓を正しく次世代に継承

し、平和を希求する「沖縄のこころ」を広く伝えるため、県内外で児童生徒等

を対象としたワークショップや神奈川県でのシンポジウム、平和教育指導者養

成講座などを実施しました。

　今後とも、平和を希求する「沖縄のこころ」が県内外、さらに世界中に伝わ

り、恒久平和の実現に寄与することを目指してまいりますので、引き続き、沖

縄県の平和行政の取組に対するご理解とご協力をよろしくお願いします。　　　　　　　　　　

子ども生活福祉部女性力・平和推進課

〒900-8570　沖縄県那覇市泉崎1-2-2　行政棟3階
電話番号：098-866-2500／FAX番号：098-866-2589
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ご覧ください。

事業ＨＰ
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URL

左記、QRコードより
ご視聴頂けます。

期限：2025(令和6)年  
3月末まで

2024年1月28日、神奈川県川崎市
ラチッタデッラで開催されました

平和啓発シンポジウム（詳細〇～〇頁）

をご覧になりたい方はアーカイブ映像を

ご覧ください。



おわりに

 本書をお手に取っていただき誠にありがとうございます。
   
 1945年の太平洋戦争・沖縄戦の終結から78年が経過しました。　
 沖縄県では、先の大戦において、住民を巻き込んだ過酷な地上戦が繰り広
げられ、多くの尊い命が失われ、豊かな自然とかけがえのない文化遺産が破
壊されました。
 このような体験をとおして、私たち沖縄県民は、命の尊さと平和の大切さを
肌身で感じながら、世界の恒久平和の実現を強く求め続けています。

 令和元年度から実施している「沖縄平和啓発プロモーション事業」は、一人
ひとりが沖縄戦の実相や歴史的教訓を学び、平和の尊さを考える機会をつく
ることで、より多くの人が平和への行動のきっかけをつくることを目的としてお
ります。
 　
 令和５年度は、これまでに蓄積された沖縄戦の体験談や資料を活用して、
沖縄戦の実相や歴史的教訓を正しく次世代に継承し、平和を希求する「沖縄
のこころ」を広く伝えるため、神奈川県川崎市でのシンポジウムや県内外で
児童生徒等を対象としたワークショップ、平和教育指導者養成講座などを実
施しました。

 今後とも、平和を希求する「沖縄のこころ」が県内外、さらに世界中に伝わ
り、恒久平和の実現に寄与することを目指してまいりますので、引き続き、本
県の平和行政の取組に対するご理解とご協力をよろしくお願いします。

　　　　　　　　　　　 令和６年３月
 沖縄県子ども生活福祉部 

                女性力・平和推進課

令和5年度 
沖縄平和啓発プロモーション事業 御万人ぴーすふるアクション 事業報告書
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                     TEL：098-866-2500／FAX：098-866-2589

実施運営：株式会社うなぁ沖縄
                  事業責任者　玉城直美 
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                     神山怜奈、黒島ゆりえ、長嶺晃太郎、玉城直美
                     〒904-2232 沖縄県うるま市川田402-1 2F
                     TEL.：050-3000-7492／FAX：050-3730-7940
                     https://unaa-okinawa.com
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令和 5年度 沖縄平和啓発プロモーション事業

沖縄県子ども生活福祉部

女性力・平和推進課

うむい～命の対話～
つたえる・つなげる・のこす

報告書

約1200人が出前授業を受け、授業の終わりに「〇〇は平和」
どんなことが平和かな？とコメントを書いてもらいました。
単語の頻出語をAIテキストマイニングによって出された

結果の図です。

主管：沖縄県子ども生活福祉部 女性力・平和推進課
受託：株式会社うなぁ沖縄

令和5年度
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